
こども信仰問答 

 

問１２ 「神さまは、どこにおられますか。」 

 

答え 「神さまは、どこにでもおられます。」 

「たとえ 私が天に上っても そこにあなたはおられ 私がよみに床を設け

ても そこにあなたはおられます。」（詩篇１３９篇 8 節） 

 

＜解説＞ 神様が、どこにでもおられることを「遍在」と言います。物質的

な肉体を持つ私たちにとって遍在は不可能です。一つの場所にいながらにし

て、別の場所にいるということは絶対にできません。しかし神は霊であるが

ゆえに遍在することが可能なのです。そして霊である神は、私たちの五感を

もって確認することはできませんが、私たちは信仰により、また聖書のみこ

とばをもって神の遍在を確信することができるのです。そして、神が私たち

とともにおられることは、私たちを監視したり、私たちをさばくためではな

く、常に私たちを守り、私たちを祝福するためです。主はヤコブに、「わた

しはあなたとともにいて、あなたを祝福する。」と言われました、（創世記

26 章 3 節）私たちもどこへ行っても、神がともにおられて祝福してくださ

るとの約束を信仰により自分のものとさせていただきましょう。そして、神

の遍在を信じるときに、私たちの心にはどんな中にあっても平安がありま

す。詩篇１３９篇８節に「私がよみに床を設けても そこにあなたはおられ

ます。」とダビデは言います。よみとは、死後人が行くべき場所ですが、主

を信じる私たちは孤独に死を迎えるわけではなく、よみにあっても主がとも

にいてくださるので、私たちは死を迎えるその時にも平安でいられるので

す。ハーマン・バヴィンクという学者が、「主のみもとからなぜ逃れようと

するのか。どこにでもおられる主のみもとから逃れれることを考えるのでは

なく、主のもとへ逃げ込むことを考えよ」と言いました。どこにでもおられ

る主を隠れ家とすることができる私たちは何と幸いなことでしょうか。 

５月２５日 聖日礼拝レジュメ 伝道者の書１章４～7 節 

 

４節「去り」「来る」「いつまでも変わらない。」６節「吹き」「吹く」「帰

る」7 節「流れ込む」「帰って行く」＝行為の継続性を表すことば。世の始

めからずっとこれらのことが継続的に変わることなく行われていることを示

す。永遠に変わらないように思える自然の営みと人生の短さの対照を思え

ば、そこに空しさを感じないだろうか。 

 

5 節「日が上り、日が沈むこと」単調な繰り返しで。何の目的もないよう

に思える。これが私たちの人生ではないか。 
 
6 節「風は南に吹き、巡って北に吹く。巡り巡って風は吹く。」思いのま

まに吹く風には何の目的もないように思える。これが私たちの人生をも表し

ていないか。 
 
7 節「川はみな海に流れ込むが、海は満ちることがない。」川の水が海に

流れ込むことの繰り返しで、これが私たちの人生なのか。 
 
しかし聖書を見ると私たちの目には何の目的もないように思える自然界の

動きもすべて神の支配の中にあり、すべてに神は目的をもっておられてその

通りになさっておられる。 

神が、すべてのものを目的をもって造られた。すべてのものが私たち人間

に対する恵みと配慮によって造られた。 

もし私たちが神を抜きにして自分の人生を考えようとすれば、自分の人生

も意味なく単調な日々の繰り返しのように思える。人生の目的を見失ったの

は、私たちが神を離れ、神を見失い、すべてを自分中心で生きる人生にして

しまったから。＝罪、的外れな人生と聖書は言う。自分中心の人生から神中

心への人生の回復が必要。私たち一人一人も決して意味なく存在している人

はない。神によって自分の存在価値を見出す。 


